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ユニセフ＊コープ ネットワーク              2013 年 6 月 14 日

     Ｎｏ.60 

生協の組合員と日本ユニセフ協会を結ぶネットワーク通信「ぽむ･ぽむ通信」は、生協組合員のボランティア 
グループで発行・編集をしています。生協のユニセフ活動に積極的にご活用ください。 

ぽむ･ぽむ通信 活用のすすめ 
・ すべてのページをコピーしなくても、「知っとこ。ユニセフ」や「世界の子どもたちは今」

を集めて、資料としてご活用いただけます。 
・ ユニセフのつどいやユニセフ展、学習会の際に資料としてご活用いただけます。 
・ 店舗の募金箱の近くに置いて、生協のユニセフ活動を紹介する際にご活用いただけます。

・ 生協の管理している文化センターなど、共用施設の雑誌コーナーなどにもご活用いただ

けます。 
・ 写真のコンテンツも充実しているので、カラーコピーでのご使用をおすすめします。 
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日本生協連関西地連と中四国地連のユニセフ指定募金連絡会に参加する17生協は、

ユニセフのラオス指定募金に取り組んでいます。今回のスタディーツアーでは、少数

民族が多く住むラオス北部の山岳地ルアンナムター県を訪れて、日本の生協の支援で

行われている「女の子と女性の立場の向上プログラム」や、今後支援予定の「初等教

育平等化プログラム」などについて視察しました。概要は以下のとおりです。 

 

１． 視察地・視察日程 

ラオス（ビエンチャン→ルアンナムター県シン郡とナムター郡） 

2 月 17 日(日) 

空路、タイ経由でラオスへ 

2 月 18 日(月) 

午前 ユニセフからの概要説明 

2 月 19 日(火) 

午前 ナノイ村（学校準備プログラ

ム） 

午後 パバー村（初等教育平等化プ

ログラム） 

2 月 20 日(水) 

午前 ナムデーマイ村（学校準備プ

ログラム） 

チョム村（就学前クラス） 

午後 シン郡郡長・郡教育局担当者

との面会・懇談 

2 月 21 日(木) 

午前 ナトゥイ村（就学前クラス）

午後 若者向けラジオ局・リスナー

グループ訪問 

2 月 22 日(金) 

午前 タワン村の簡易保健センター

2 月 23 日(土)～24 日(日) 

空路、タイ経由で日本へ 
（地図提供：ユニセフ・ラオス事務所）

←首都ビエンチャン

←ルアンナムター県

ラオス・スタディーツアー報告 ～日本生協連～ 
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２．参加者（敬称略、順不同） 

小野田恭子（京都生活協同組合）、杉浦正枝（生活協同組合コープあいち）、矢田部佳

子（生活協同組合コープこうべ）、杉本祐美子（生活協同組合パルシステム神奈川ゆ

めコープ）、岡崎大地（全国大学生活協同組合連合会）、中牟田恵子（埼玉県ユニセフ

協会）、岡田祐一（広島県ユニセフ協会）、小池啓子（三重県ユニセフ協会）、西浦雅

弘（日本生活協同組合連合会）、今井田枝里（日本ユニセフ協会）、石尾匠（日本ユニ

セフ協会） 以上 11 名 

 

３．主な視察先とユニセフ活動の概要 

（１）ユニセフからの概要説明 

 ユニセフ・ラオス事務所で、視察先となるルアンナ

ムター県の概要、ユニセフの活動、ラオスにおける女

性と子どもの状況、就学前教育プログラムの実施内容、

今後取り組む「初等教育平等化プログラム」などにつ

いて説明を受けました。 

ラオスは 17 の県からなり約 620 万人、49 の多民族

国家からなる、東南アジアでは最貧国の一つです。ル

アンナムター県はラオス北部に位置し、人口は約 16 万 

3 千人、その約 75％が農業に従事、約 20 の民族が住んでいます。ミャンマー・中国

と国境を接し、急速に経済発展をしているにもかかわらず、健康や教育・水など 6 つ

の事業（プロジェクト）の必要性が残っています。このため、ユニセフではルアンナ

ムター県を重点地域として活動しています。 

 

（２）ラオスの就学前教育と初等教育平等化プログラムの必要性 

ラオスの就学前教育は主に 3 種類に分類できます。これらの就学前教育を受けた子

どもたちは、小学校での成績もよくなります。 

プレ・スクール／幼稚園 特に都市部に多く、3～5 歳児が通っています。 

就学前クラス 小学校に併設されている 5 歳児向けのクラスです。 

コミュニティーに基づい

た学校準備プログラム 

就学前クラスがなく、ラオ語を母国語としない、遠隔

地の 5 歳児向けのフレキシブルな１年プログラムです。

 ラオスでは小学校への就学率は増加しましたが、留年率と退学率はまだ高い状況で

す。このため、中等教育に進めるよう「初等教育平等化プログラム」を実施予定で、

ルアンナムター県も対象地域になっています。小学校の退学率が高い遠隔地の村を、

巡回教員が移動して、小学校 5 年間のカリキュラムの 70％を 3 年間で教えます。各村

にはラオ語と現地語を話せる教育アシスタントを置いて、巡回教員を支援します。 

 

ユニセフ・ラオス事務所にて 
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（３）女の子と女性の立場の向上プログラム 

①コミュニティーに基づいた学校準備プログラム 

ナノイ村 

ナノイ村は少数民族のアカ族の村（86 世帯・437 人）

で、コミュニティーに基づいた学校準備プログラムが

行われていて、5 歳前の子どもたち 22 人が読み書きを

習っています。ラオ語を母語としない少数民族の子ど

もに、標準語であるラオ語を教える際には絵カードが

役立ちますが、絵カード・教科書・ノートが不足して

います。 

村長からの村の概要説明によると、教育・健康・衛

生教育をユニセフが支援し、食事の前とトイレの後の 

手洗いを励行させています。子どもたちが教室で学んだことを家族に伝えることで、

家族にも衛生教育が行きわたり、村全体への衛生教育の第一歩となります。 

【参加者の感想（小野田さん）】 

子どもたちはとても楽しそうに、文字カードを見ながら先生に続いて復唱していま

した。若いボランティアの先生は、希望通りもっと研修を受けられるように支援する

ことで、自信をもって教えることができるようになると思いました。 

衛生教育の一環として、トイレや手洗い場を学校に設置することが家族や村全体へ

の衛生教育につながることを聞き、ユニセフのプログラムの重要性を再認識しまし

た。子どもたちが楽しそうに手洗いをしている様子を見れば、このプログラムの成果

が徐々に出ていることを確信できます。村全体に衛生教育が行きわたり、各家庭にト

イレがあるのが当たり前という時代が来ることを信じて、ゆっくりでも確実に前進し

ていくために、まだまだ継続した支援が必要だと感じました。 

 

ナムデーマイ村 

 ナムデーマイ村（88 家族 66 世帯 352 人）もアカ族

の村です。就学前の学校準備プログラムは村の安全な

場所で行われていて、訪問時は、子ども 18 人（多くは

5 歳児）と先生 2 人が、村の長老のお宅の一階スペー

スでシートの上に輪になって座っていました。はじめ

は歌を歌い、次に先生がカードを持って文字を教え、

次に積み木、さらに粘土と、次から次へと楽しそうな

カリキュラムを見せてくれました。 

1～2 年生のための小学校は木造平屋建ての校舎で、トイレと手洗い場がありました。

 日本ユニセフ協会

学校準備プログラムの授業の様子 

 

 
遊びを通して学ぶ子どもたち 
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当日はヤオ族の正月にあたり、先生が帰省してしまったために授業ができず、休校で

した。 

【参加者の感想（杉本さん）】 

前日のアカ族のナノイ村と同じく、別の時代にタイムスリップしたかのような、私

たちの日常とはあまりにも違う生活がありました。就学前教育は、民族の言葉と違う

言葉を習う第一歩で、少数民族にとって小学校入学前の大切な教育なのだということ

がわかりました。 

村はコミュニティーがしっかりしていて、助け合いながら生活しており、生活協同

組合の原点のようなものを感じました。一方で、若い子がスマートフォンを持ってい

たり、村長さんもいいカメラを持っていたり、新しい文化が急激に入ってきています。

しっかりと学力をつけ「自分のため、家族のため、村のために、支援が役立ってくれ

たら」と願います。 

 

②就学前クラス 

チョム村 

ルアンナムターから車で 30 分程のチョム村（61 世帯 79 家族 302 人）では、就学前

クラスと小学校（1、2年生のクラス）を見学しました。しっかりした木造の校舎で就

学前クラスは土間にゴザ、小学校は机に椅子があります。1997 年にドイツ海外事業団

（GTZ）が建てた校舎ですが、トイレと手洗い場はありませんでした（村にトイレが

あるのは 61 世帯中 10 戸のみ）。 

就学前クラスの 2 人の先生は小学 5 年生まで修了し（少数民族の中学校に入りたか

ったが諦めて）ユニセフの支援で講習を受けて先生になった、ともに 15 歳の女性で

した。 

村長は「子どもたちは就学前クラスに通って標準語が話せるようになり、勉強がで

きるようになった」とユニセフの支援に感謝するとともに、手洗い場と子どもの飲み

水の支援を求めました。 

【参加者の感想（矢田部さん）】 

ユニセフのプログラムが子どもたちの勉強の助けとなって希望する教育を受けら

れるよう、そして、衛生環境が一日も早くよくなるようにユニセフ活動を通して応援

していきたいと思いました。 

 

ナトゥイ村 

ナトゥイ小学校には、就学前クラスと 1 年生～5 年生の生徒が 218 人（女の子は 105

人）、先生が 11 人（女性は 9 人）います。民族構成はカム族 60％、低地ラオ族とモン

族で 30％、他にフォ族とフノイ族です。村の子どもは全員来ていますが、遠い子は
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2km の距離を通っています。幼稚園や就学前クラスの子は、親が送ってきます。親が

亡くなり、畑仕事に雇われるため、学校を辞めなくてはならない子どももいます。 

広々とした、しかし草が生えたデコボコの校庭の向こうに、校舎が 3 棟、トイレが

1 棟ありました。就学前クラスは幼稚園と同じ校舎でしっかりとした造りです。子ど 

もたちの作品やポスターが貼られた教室で、子どもたち

はゴザに座って歌ったり、カードを使ってゲームのよう

に勉強をしていました。幼稚園と小学校では、子どもた

ちは机に向かい、先生が熱心に教えていました。 

校長先生からは、ユニセフの支援による成果、不足

している教材や文房具についての話があり、質疑応答

を通して就学前教育の大切さがよくわかりました。 

 

（４）初等教育平等化プログラム 

①初等教育平等化プログラムを実施予定のパバー村 

パバー村（58 世帯、257 人）の村民が建設した、1 年

生～2 年生だけの小学校で、1 人の先生が子ども 29 人

（1 年生 18 人、2 年生 11 人）を教えていました。この

小学校で 2 年間学んだ後は、徒歩で約 30 分かかる他の

村に通学します。4～5 歳の子どもは 31 人いますが、

就学前教育のプログラムがないこととラオ語が話せな

いことで、小学校入学後にスムーズに授業を理解でき 

ないことが問題となっています。学校に通っていない子どもも 8 人いました。家の手

伝いや父親の死亡が、その理由でした。 

パバー村では、今後、学校に通っていない少数民族の子どものために先生が巡回指

導をする「初等教育平等化プログラム」を実施予定です。このことはまだ村には伝わ

っていませんでしたが、実施されれば、学校に行けない子どもたちにも勉強の機会が

平等に与えられるはずです。 

【参加者の感想（杉浦さん）】 

 「初等教育平等化プログラム」や巡回教員のことは、村の人たちにまだ伝わってい

ませんでしたが、学校へ行けない子どもたちに平等に勉強できる機会が与えられるた

めにも、このプログラムの重要性を強く感じました。 

このプログラムのもとで 3 年間学んで小学校修了試験に合格すれば、小学校卒業と

同じ資格を得ることができ、中等教育に進めます。農業中心の村であるため、繁忙期

などを考慮しながら、勉強を行うことができるとても良いプログラムだと思います。

 

 日本ユニセフ協会

就学前クラスの様子 

 
 

 
パバー村の子どもたち 
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②巡回教員導入に向けての調査 

シン郡教育局では、シン郡でのユニセフの支援活動

や巡回教員導入に向けての調査の報告を受けました。

15 の村で調査を行った結果、6～14 歳の未就学児童・

生徒が、かなりの数存在することがわかりました。 

また、①各村に 1～5 年まで教えられる教師の配置、

②仮設ではなく、しっかりとした学校(建物)の建設、

③机や椅子など設備の充実、④水や電気の問題解決な

どについて、村から調査団に要望が寄せられたとのこ

とです。 

 

（５）若者向けラジオ番組の制作 

 ルアンナムターの TV・ラジオ局は、日本の TV 局や

ラジオ局と比べて施設は立派ではありませんが、必要

な機材は揃っています。ラジオ局で「Open Hearts Open 

Airwaves」（以下「OHOA」）という若者向けの番組の制

作をおこなっている学生から話を聞きました。 

2012 年 3 月から始まった「OHOA」は、男子 9 人、女

子 5 人の合計 14 人の学生スタッフが中心に制作して 

いる番組（毎週土曜日の朝 9:30～10:00 放送）で、ルアンナムター県内で 35％の聴取

率を誇っています。ラオスではテレビがまだ広く普及していないため、ラジオで若者

の考えを発信しています。タイムリーなテーマを毎週とり上げ、取材や編集などは学

生スタッフが受け持ちます。テーマは、子どもたちからの意見をもとにラジオ局の大

人のスタッフが決定しますが、リスナーが今まで最も興味を持ったテーマは、就学前

教育など教育に関するテーマだったそうです。 

当日対応してくれた 3 人の学生スタッフは全員高校 1 年生で、将来は放送関係への

就職を希望していました。今後、モン族やカム族といった少数民族に向けて、共用語

であるラオ語以外の言葉での放送をしたいと考えています。 

ユニセフは、学生スタッフを対象に、インタビュー技術や原稿作成、編集などにつ

いて 1 週間の研修を行い、その後は困ったことがあればアドバイザーとして適宜相談

に乗る形で、継続的な支援を実施しています。 

【参加者の感想（岡崎さん）】 

 子どもたちが子どもたちに向けて情報を提供することで、情報を提供する側、され

る側双方にメリットのあるすばらしい取り組みだと感じました。ユニセフの支援も継

 日本ユニセフ協会

シン郡教育局の会議室にて 

 
 

子どもたちが DJ を務める 
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続的に行われているので、今後さらに多くの子どもたちにとって意義のある取り組み

になっていくと思います。 

このプロジェクトを始めた方から、ラジオ放送を通して「最終的にどんな子どもの

姿をめざしているのか」という到達目標を聞く機会がなかったのは残念でした。 

 

（６）簡易保健センター 

①保健衛生指導 

小学校の保健室のような部屋に、乳幼児を連れた母

親、妊産婦、少女から中年まで、さまざまな女性約 40

人が少しずつ集まります。 

はじめに、ヘルススタッフの女性が母子保健衛生の

話をします。ファイルを見せながら、全員に妊娠時

の食生活上の注意点を話し、家庭ではなく病院での

出産を勧めていました。 

②予防接種・栄養指導・妊産婦検診・家族計画指導 

次いで、部屋の中で 4 つのブースに分かれて検診、診察、予防接種などを実施しま

す。予防接種は医師の立会い・監督のもと、乳幼児や女性に対して実施します。乳幼

児はメジャーでの計測も行っていました。栄養指導はヘルススタッフ 2 人が話しなが

ら、投薬も行うそうです。血圧や体重も測定し、栄養剤のようなものを渡していまし

た。妊産婦検診はカーテンで仕切り、ベッドで診察します。家族計画の指導を行いな

がら、ピルを 1 箱ずつ手渡していました。 

 

ラオスからの帰国後、ツアーに参加したメンバーは、スタディーツアーを通して得

られた体験をそれぞれの生協やユニセフ県協会で報告し、ユニセフに対する理解を広

げる活動をすすめています。 

 

 
 

 
保健衛生指導を受ける母親たち

2012 年度ラオス・スタディーツアーについては、日本生協連の｢ＣＯ･ＯＰ ユニ

セフ支援活動サイト｣でも概要を紹介しています。ぜひ、ご覧ください。 

http://jccu.coop/unicef/report/studytour_laos_2012.html 

また、今回のラオス・スタディーツアー報告用ＤＶＤは、7 月に完成予定です。
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募金贈呈の様子 

 

 

「世界の子どもたちに希望と笑顔を届けよう 協同の力

で！」をテーマに、2012 年度ユニセフお年玉募金贈呈式が

3 月２日に開催されました。ラオス名誉領事の大野さんや、

日本ユニセフ協会、京都綾部ユニセフ協会の皆さん、ラオス

人女性パーノーリットさん、組合員や子どもたち合わせて約

１４０人が参加しました。 

 

《ラオススタディーツアーに参加した小野田恭子さんから》 

 

49 の民族がそれぞれの言葉をもつラオスでは、共通語のラオ語を就学前に覚えておかないと

学校の授業についていけなくなり、それが原因で学校に行けない子どもが出てきます。そのため、

「初等教育平等化プログラム」の取り組みがとても重要です。 

ニーズに基づいておこなわれる、ユニセフの地道で継続的な支援活動は、現地で効果を発揮し

ています。 

 

会場には、水がめ運びやラオスの民族衣装着用体験コーナーなどが設けられ、子どもたちは自

由時間を利用して、スタンプラリー片手にいろいろな体験にチャレンジしました。「ラオ語を書こ

う！」のコーナーでは、パーノーリットさんと一緒にラオ語を書いたり、「コープチャイ」（ラオ

語でありがとうの意味）の発音を教えてもらったりと、楽しく交流しました。 

 

最後に、子どもたちから日本ユニセフ協会に、募金の目録

が贈呈されました。2012年度のお年玉募金額は 4,295,249

円で、そのうち 300 万円は「ラオス指定募金」として、残り

1,295,249 円は「シリア緊急募金」としてユニセフに贈られ

ました。          

 

 

 

 

生協のユニセフ支援活動 Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ 

京都生協 ユニセフお年玉募金贈呈式・ラオススタディーツアー報告 

●  ●  ● 

ラオススタディーツアー報告の様子 
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4 月 29 日、埼玉県長瀞町で、さいたま北部ブロック委

員会と埼玉県ユニセフ協会の共催で、「ユニセフ・ラブウ

ォーク in 長瀞」が開催されました。子ども 23 人を含む

119 人が、秩父鉄道野上駅から上長瀞広場までの約 4.5

キロメートルのコースを、岩畳などの景勝や、長瀞町認定

ボランティアガイドによる歴史や自然のお話を楽しみな

がら約 2 時間歩き、ゴールではユニセフクイズにも挑戦

しました。 

参加者からは「子どもと参加しました。住み慣れた場所ですが、歩いてみるといろいろなこと

が目に付き、新たな発見も多くありました」「お母さんと友だちと参加しました。歩いて疲れた

けど、楽しかったです」などの感想が寄せられ、参加費など 24,600 円をユニセフ募金としてお

預かりしました。 

 

3 月 31 日には、さいたま東南ブロック委員会と埼玉県ユ

ニセフ協会が共催し、くらぶ「ライスクッキー」「草加ウォ

ーキング会」「草加宿案内人の会」の協力で「ユニセフ・ラ

ブウォーク in 草加宿」が開催されました。93 人が参加し、

埼玉県草加市の毛長川沿いの桜並木など約５キロメートル

を、「草加宿案内人の会」の皆さんに史跡のガイドもいただ

きながら歩きました。 

参加者からは、「今回で３回目の参加です。毎年コースが変わり、いろいろな場所を知ること

ができて楽しく参加させていただいています」などの感想が寄せられ、参加費など 21,611 円を

ユニセフ募金としてお預かりしました。 

 

ユニセフ・ラブウォークは、"健康づくりのためのウォーキンク"と世界の子どもたちのために

役立てられる"募金"とを結びつけた取り組みです。参加費がユニセフ募金となるこの取り組みは、

1965 年にイギリスで生まれ、日本では 1983 年に始まりました。 

 
※コープみらい：2013 年に、ちばコープ、さいたまコープ、コープとうきょうが組織合同

（合併）してコープみらいになりました。 
 

●  ●  ● 

 

 

 

ユニセフクイズに挑戦です！ 

  コープみらい※（さいたまエリア） 

「ユニセフ・ラブウォーク in長瀞
ながとろ

」「ユニセフ・ラブウォーク in草加宿
そうかしゅく

」が開催されました

桜や史跡など自然や歴史に触れながら

散策しました。 
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右記の宛先までお送りください。 宛先：日本生協連 組合員活動部 ＦＡＸ： 03-5778-8125 
MAIL： kumikatsu@jccu.coop 

ぽむ･ぽむ広場 

編集後記 

◆ ひと昔ほど前に、ユニセフができた頃の話を書いたことがあります。改めて読み返すと、

ユニセフの設立に関わった当時の人々の思いがじんわりと伝わり、もう一度書いてみたく

なりました。少し手を加えましたが「ユニセフの誕生物語」、皆さまの感想をぜひお聞かせ

ください。 

◆ 4 月 7日に予定されていたユニセフ・ラブウォーク中央大会は、大荒れの天気になるという

ことで中止になりました。参加を楽しみにされていた方々も多く、本当に残念！ 

31 回目の今年は、この 6月に横浜で開催された「第五回アフリカ開発会議(TICAD V)」にあ

わせ、港区・渋谷区にあるアフリカ各国の大使館を巡るユニークな 2 つのコースが用意さ

れていました。事前にコースの下見をした時も、強風に悩まされたそうです。 

◆ はじめまして。今回から『ぽむぽむ通信』の編集を担当させていただくことになりました、

日本生協連の阿久根慶彦と申します。この 4 月に入協したばかりの社会人 1 年生です。今

回で『ぽむぽむ通信』は No.60 (還暦)を迎えるので、私は孫のようなものですね。最初の

仕事として、この『ぽむぽむ通信』の編集作業に関われることを嬉しく思います。精一杯

頑張りますのでどうぞよろしくお願いします。

ユニセフ＊コープネットワーク 
 
 
No.60 2013 年 6月 14 日発行 
編集 グループ ぽむ・ぽむ 
スタッフ・編集／小池・土橋・浜崎・松本・山本 

石尾・中村・阿久根 

     イラスト／蛯沢 

 
発行 日本生協連 組合員活動部 
〒150-8913  

東京都渋谷区渋谷 3-29-8 ｺｰﾌﾟﾌﾟﾗｻﾞ 11Ｆ 

TEL03-5778-8124 FAX03-5778-8125 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://jccu.coop/unicef/ 

 

○次号は、2013 年 9月 13 日発行予定です。 

 

ぽむ･ぽむ通信・ひとことカード 

 今回の「ぽむ･ぽむ通信」はいかがでしたか？ご感想やご意見・ご要望をお寄せくださ

い。次号以降の参考にさせていただきます。 
                                        

                                        

                                        

生協名：                    
氏名（ペンネーム可）：                  《 組合員・役職員・その他 》  

ご協力、ありがとうございました！
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